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  イベントレポート

2026年6月17日～20日、幕張メッセ（千葉市）で開催された第8回 国際 建設・測量展（CSPI2026）に、

当社は連結子会社のユナイト株式会社および株式会社ソーキと共に出展。屋内外の両会場でGX・DX

分野を中心に「遠隔・ICT・安全・技術」などをテーマとする製品を展示いたしました。

第8回 国際 建設・測量展（CSPI2026）に出展しました。

主な展示製品

株式会社カナモト
●自走式ジョークラッシャー「BISON120」
●電動バックホウ「PC30E-6」
●MPP充電ステーション/MPP電動バギー
●メタノール燃料電池仕様・監視カメラタワー
●野生動物撃退装置「モンスターウルフ」など

ユナイト株式会社
●追突防止補助装置「U-StoppenⅢ」
●車輌搭載型気化式冷風機「U-Cooler」
●切削管理システム
●コンクリート高精度打設機「Blitzscreed」
●8灯式LED投光機「照男アキラ」など

株式会社ソーキ
●計測データクラウド管理システム「ソーキクラウド」
●ハンディSLAM「CHCNAV RS10」
●工事車両無音誘導システム「おとなしくんLight」
●ミニショベル向けガイダンスシステム「Holfee」
●沈下隆起計測システム「レベルウォッチ」など

606社・3,450ブースという史上最大規模
となった当展示会。当社ブースにも連日多く
の方にお立ち寄りいただき、おかげさまで大
盛況のうちに終えることができました。
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株主優待品一部変更のお知らせ
株主の皆様からの日頃のご支援に対する感謝と、より多くの株主様に当社株式を
継続して保有していただきたいとの考えから、株主優待制度を実施しております。

保有株数および保有期間につきましては、同一株主番号であることを確認すると共に、各四半期末時点（1
月末、4月末、 7月末、10月末）の保有株数（500株以上もしくは1,000株以上）を確認させていただきます。 
※ 「保有株式数1,000株以上かつ継続1年以上」とは、各四半期末時点（1月末、4月末、7月末、10月
末）の株主名簿で 同一株主番号であることを確認すると共に、各時点における保有株式数が全て1,000
株以上の株主様が対象となります。 
　保有株式数500株および継続保有期間3年以上も上記と同様の考え方となります。 

500株以上1,000株未満
継続1年以上保有 
2,000円相当の北海道銘菓（2025年10月末日基準）

（2026年10月末日基準以降）

1,000株以上
継続1年以上3年未満保有
6,600円のカタログギフト

1,000株以上
継続3年以上保有
12,100円のカタログギフト

保有株式数 継続保有期間 優待内容
500株以上1,000株未満 継続１年以上 2,000円相当の北海道銘菓

1,000株以上 継続１年以上3年未満 6,600円相当の北海道商品
1,000株以上 継続3年以上 9,900円相当の北海道商品

保有株式数 継続保有期間 優待内容
500株以上1,000株未満 継続１年以上 2,000円相当の北海道銘菓

1,000株以上 継続１年以上3年未満 6,600円のカタログギフト
1,000株以上 継続3年以上 12,100円のカタログギフト

※次回(2026年10月末日基準)の株主優待送付分から
　適用いたします。 

商品例

詳しくは当社ホームページをご覧ください→
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第62期第2四半期（中間期）決算の概況［2025年11月1日～2026年4月30日］

 ［経営環境］
当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に
緩やかな回復基調で推移いたしましたが、物価上昇や海外の通商政策の動向、
中東情勢の影響などから、景気の先行きは依然として不透明な状況となって
おります。
当社グループが関連する建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移す
るとともに、民間設備投資も企業収益を背景に持ち直しの動きがみられまし
た。一方で、建設資材・エネルギー価格の高止まりや労務費の上昇、技能労
働者不足の深刻化などにより、注視が必要な状況が継続しております。
このような状況のなか、当社グループでは、中期経営計画「 Progress 65」
(2025~2029年度)の実現に向け、3つの重点施策「成長戦略と資本効率の改
善」「 DX戦略の強化」「サステナビリティへの取り組み」を着実に進め、持
続可能な収益基盤の拡充に努めております。
当中間連結会計期間における当社グループの業績につきましては、売上高は
1,079億52百万円(前年同期比2.7%増)となりました。利益面につきまして
は、営業利益は104億30百万円(同22.1%増)、経常利益は107億13百万円
(同25.7%増)、また、親会社株主に帰属する中間純利益は69億52百万円(同
34.4%増)となりました。

［セグメント別の業績］
建設関連
主力事業である建設関連におきましては、防災・減災や国土強靱化政策を背
景とした公共投資に加え、民間投資では省エネ・省力化ニーズや物流インフ
ラ整備等が進展し、建設機械のレンタル需要は堅調に推移いたしました。
また、当社グループでは、有効的な資産投資や管理体制の構築による稼働率
の向上を図るとともに、レンタル単価の適正化を継続し、収益力の強化に取
り組みました。
中古建機販売につきましては、レンタル用資産の運用期間の延長を進めつつ、
期初計画に基づき売却を実施していることから、売上高は前年同期比5.6%
減となりました。
以上の結果、建設関連事業の売上高は973億8百万円(前年同期比3.6%増)、
営業利益は94億96百万円(同21.5%増)となりました。

その他
鉄鋼関連、情報機器関連、福祉関連は事業ごとに差はあったものの全体とし
てはおおむね好調に推移したことから、 売上高は106億43百万円(前年同期
比5.5%減)、営業利益は6億54百万円(同46.3%増)となりました。

●連結経営成績（累計）
売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

親会社株主に帰属する
中間純利益（百万円）

1株当たり
中間純利益（円）

第62期中間期 107,952（2.7） 10,430（22.1） 10,713（25.7） 6,952（34.4） 201.04

第61期中間期 105,163（4.5） 8,541（38.0） 8,521（32.0） 5,171（42.7） 147.49

●連結業績予想（累計）
売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

1株当たり
当期純利益（円）

今回修正予想 221,000（3.6） 20,400（17.4） 20,700（15.3） 12,900（17.5） 376.02

前回発表値
（2025年12月5日） 221,000（3.6） 18,700  （7.7） 18,900  （5.3） 11,400  （3.9） 333.64

括弧内の数字は、対前年中間期増減率（%）

※当社は、2026年6月1日に「2026年10月期業績予想の修正に関するお知らせ」を発表いたしました。

第62期通期業績予想の修正
当社は、最近の市場動向や現時点において入手可能な情報に基づき、2026年10月期（2025年11月1日～ 2026年10月31日）の業績予想を、下記のとおり修
正いたしました。

括弧内の数字は、対前期増減率（%）
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■ 連結財務諸表

中間連結損益計算書

（単位：百万円）
第61期中間期

（2024.11.1～2025.4.30）
第62期中間期

（2025.11.1〜2026.4.30）

❶ 売上高 105,163 107,952

売上原価 73,294 73,305

売上総利益 31,869 34,646

販売費及び一般管理費 23,327 24,216

❷ 営業利益 8,541 10,430

営業外収益 521 712

営業外費用 540 429

❸ 経常利益 8,521 10,713

特別利益 10 474

特別損失 126 97

税金等調整前中間純利益 8,405 11,090

法人税、住民税及び事業税 2,883 3,678

法人税等調整額 △ 68 6

中間純利益 5,590 7,405

非支配株主に帰属する中間純利益 419 453

❹ 親会社株主に帰属する中間純利益 5,171 6,952

中間連結包括利益計算書

（単位：百万円）
第61期中間期

（2024.11.1～2025.4.30）
第62期中間期

（2025.11.1〜2026.4.30）

中間純利益 5,590 7,405

その他の包括利益
　その他有価証券評価差額金 △ 116 1,537

　繰延ヘッジ損益 △ 0 ─
　為替換算調整勘定 △ 367 1,127

　退職給付に係る調整額 5 4

　その他の包括利益合計 △ 478 2,670

中間包括利益 5,111 10,075

（内訳）　
　親会社株主に係る中間包括利益 4,689 9,612

　非支配株主に係る中間包括利益 422 463

Fi
na

nc
ia

l D
at

a

'25 '26'24'23'22 '25 '26'24'23'22

'25 '26'24'23'22 '25 '26'24'23'22

売上高 営業利益

20,000

15,000

10,000

5,000

0

20,000

15,000

10,000

5,000

0

経常利益 親会社株主に帰属する中間（当期）純利益

単位：百万円通期 予想値中間期
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中間連結貸借対照表

（単位：百万円）
第61期

（2025.10.31）
第62期中間期
（2026.4.30）

（資産の部）
流動資産 130,835 131,278

固定資産 193,253 193,171

　有形固定資産 170,668 168,734

　無形固定資産 3,888 3,201

　投資その他の資産 18,696 21,235

資産合計 324,088 324,450

（負債の部）
流動負債 84,965 80,108

固定負債 81,659 80,565

負債合計 166,625 160,674

（純資産の部）
株主資本 139,891 143,100

　資本金 17,829 17,829

　資本剰余金 19,680 19,721

　利益剰余金 111,992 117,203

　自己株式 △ 9,610 △ 11,653

その他の包括利益累計額 7,337 9,997

　その他有価証券評価差額金 4,824 6,352

　為替換算調整勘定 2,545 3,672

　退職給付に係る調整累計額 △ 31 △ 27

非支配株主持分 10,233 10,677

純資産合計 157,463 163,775

負債純資産合計 324,088 324,450

中間連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）
第61期中間期

（2024.11.1～2025.4.30）
第62期中間期

（2025.11.1〜2026.4.30）

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,894 22,336

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,287 △ 2,197

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 17,921 △ 13,592

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 55 123

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,630 6,669

現金及び現金同等物の期首残高 50,586 60,592

現金及び現金同等物の中間期末残高 56,217 67,262

■ 配当の状況
年間配当金（円銭）

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

　第61期 ─ 45.00 ─ 50.00 95.00 

　第62期 ─ 55.00
（50.00） 

　第62期（予想） ─ 55.00
（50.00）  

110.00
 （100.00） 

※当社は、2026年6月5日に「剰余金の配当（中間配当）および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」を発表いたしました。



日興 Web IR Dayにて個人投資家向けの会社説明動画を配信

 無人レンタカー「フルタイム・レンタルサービス」の拠点追加と変更について発表
 「北海道若年優秀技能者知事賞」を受賞
第62期（2026年10月期）第1四半期決算発表

 健康経営優良法人2026（大規模法人部門）に認定

グループ合同入社式・新入社員研修を実施（新入社員は93名）
KANAMOTO FECON RENTAL JSC（非連結子会社・ベトナム社会主義共和国）SOUTH BRANCHが移転
 七尾営業所（石川県七尾市）を開設

 第56回岩崎トータルソリューションフェア2026に出展（アクセスサッポロ）
 シェアサイクル「ポロクル」へ広告を掲出（札幌市）

To
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2Q

幌延機械センター（北海道天塩郡）が移転

 ラジオNIKKEI 「この企業に注目！相場の福の神」に代表取締役社長 金本哲男が出演 

 カナモトサンクスフェア2026：宇都宮中央営業所を皮切りにスタート
 2026年10月期業績予想の修正について発表

EE 東北ʼ26（ENGINEERING EXHIBITION TOHOKU 2026）に出展（みやぎ産業交流センター 夢メッセみやぎ）

 第62期（2026年10月期）第2四半期（中間期）決算発表

 剰余金の配当（中間配当）および配当予想の修正（増配）について発表

 「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」の一部変更に係る事項の決定について発表

 自己株式の消却について発表

 社員持株会向け譲渡制限付株式インセンティブとしての自己株式の処分について発表

 株主優待品一部変更について発表

 機関投資家向けオンライン決算説明会を実施 

第8回 国際 建設・測量展（CSPI2026）に出展（幕張メッセ） 

3Q

2026.3

2026.2

2026.6

2026.4

2026.5

1Q 2025.11

2026.1

2025.12

 コーポレートサイト（https://www.kanamoto.co.jp）をリニューアル
 第61期（2025年10月期）決算発表
 配当予想の修正（増配）について発表
 自己株式取得に係る事項の決定について発表
 機関投資家向けオンライン決算説明会を実施

 建設機械アタッチメントのオープン規格 「Open-S Alliance」に加盟
 剰余金の配当について発表
 第61回定時株主総会を開催

 譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分について発表

事業関係 イベントIR関係
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株式に関する各種お手続きについて
（１）株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、単元未満株式の買取請求

その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されてい
る証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀
行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（２）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱Ｕ
ＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

（３）未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

株主メモ
事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
同総会議決権行使株主確定日
中 間 配 当 金 受 領 株 主 確 定 日
期 末 配 当 金 受 領 株 主 確 定 日

11月1日～翌年10月31日
毎年　 1月中
毎年　10月31日
毎年　 4月30日
毎年　10月31日

当社公告の掲載につきましては、当社ウェブサイトに掲載いたします。
ウェブサイトのURLは下記のとおりです。
https://www.kanamoto.co.jp または https://www.kanamoto.ne.jp
なお、やむを得ない事由により、ウェブサイトに公告を掲載することができな
い場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関
同 事 務 取 扱 場 所

同 郵 便 物 送 付 先
及 び 電 話 照 会 先

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部　〒100-8212 東京都千代田区丸の内1丁目4番5号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部　〒137
-8081 新東京郵便局　私書箱第29号

 電話 0120-232-711

会社概要 （2025年10月31日現在）

商 号

本 社

東 京 事 業 本 部

設 立

資 本 金

上 場 取 引 所

証 券 コ ー ド

発行済株式総数

連 結 売 上 高

連 結 従 業 員 数

株式会社カナモト（英文：Kanamoto Co., Ltd.）

札幌市中央区大通東3丁目1番地19

東京都港区芝大門1丁目7番地7

1964（昭和39）年10月28日

178億29百万円（払込済資本金）

東京証券取引所プライム市場・札幌証券取引所

9678

38,742千株

2,132億66百万円（2025年10月期）

3,933名（役員、嘱託、臨時社員を除く）

役員 （2026年4月30日現在）

代表取締役会長
代表取締役社長
取 締 役

社 外 取 締 役

常 勤 監 査 役

社 外 監 査 役

上 席 執 行 役 員

執 行 役 員

金本　寛中
金本　哲男*
金本　龍男 **
三野宮　朗 **
渡部　　純 **
廣瀨　　俊 **
山下　英明 **
有田　英司
米川　元樹
田端　綾子
大川　哲也
澁谷　直美
川畑　　恵

金本　栄中
横田　直之
橋口　和典
生島　典明
石若　保志
竹内　　巌
中谷　秀樹
田中　誠一
渡辺　光郎
小野田隆司
藤原　靖仁
熊谷　　浩
佐藤　信幸
山根　恵司
伊藤　　徹
中井　　満

（注）1. * 印の取締役は、社長執行役員を兼任しております。
 2.  ** 印の取締役は、上席執行役員を兼任しております。
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2025/12 2026/42026/2 2026/6

株価チャート （週足） （単位：円）



本社
〒060-0041　札幌市中央区大通東3丁目1番地19 Tel:（011）209-1600（大代表）

東京事業本部
〒105-0012　東京都港区芝大門1丁目7番地7 Tel:（03）5408-5600

https://www.kanamoto.co.jp
（証券コード9678）


